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　有害化学物質の生態リスクを、生物集団（個体群〕の絶滅確率に基づいて評価する方法

に関して、理論生態学的な解析方法の適用を中心に考察した三、．保全生物学や理論生態学で

発展した個体群存続可能性分析（popuIati㎝vuIne正abi肚y　analysis，PW〕に関して紹介し、

主な解析方法である平均絶滅時閥モデルと行列個体癖モデルを解説し走；’’平均絶滅時閥モ

デルは、個体群の内的自然増加率（個体群増殖率）や内的自然増加率の変動、環境収容力

（最大個体数）などのパラメータから平均絶滅苧間を解析的に予測平．干≒叩苧宥

害化学物質の効果は、主に生物個体群の増殖能カを低乍させる’と毒えられるので内的由

然増加率の減少分を推定できれば、生態リスクを絶滅リスクとして評価することができる。

そのためには、有害化学物質の内的自然増加率への影響を近似する適当な量一反応典稗を

準苧苧＝干、午．申坤琴下卒争・．．．幸…下干牛命表評価捧や個体群増殖実験卒どで宥害化学物質の

内申自然噌坤率1こ対す牽効果を推定した実験デ丁タを総説し・r．．べき関数モデル…ワイブル

モデル、．二次関数モデルの3．つの数学モデルでデrタヘの適合度を解析した（図1）。・．その

結果・．．べき関数モデル（棚＝r（O）エ1・ωα）β1・北1曝露濃度・r：内的自然増加率）．・が最良の適

合度を示し“反応の線形性を添すβ値は約2と推定された’（図2〕。’’べき関数モデルで毒惟

の強さを表わすα値と急性毒性億LC50との相関から急性毒性一慢性毒性め外挿を行い；い

＜つかの農薬、’’’界面活栓剤に対する絶滅リスクを推定した’（表乞’）。≡’’’’

・’・「食う」食われるの関係泌種間相互作触鋤繭≒やいそ坤畔砂す辛1砕

化学物質の効果は、種間相互作用を介して他種にも波及し、生態素の多様性や機自自を阻害

すると考えられる。単一個体群に対する存続可能性分析ではこのような種間相互作用を介

した間接効果は評価できない。しかし、餌生物種との食う一食われるの関係牽個体群行列

干デルド租み珍亨．三キ音こ幸p、種間稲亘作用を介した間接効果を、あ看対象生物種の絶滅

リスク．に組今込々で評価することができ乱1ここでは・r植物・プランクトンr動物プラ・ンク

トンーメダカの．二3種系のモデルを租み立て一一例としてダイアジノン曝露下における個体

群動態を予測した。．その結熱：・メダカに対する効果が現れない環境卒濃度でも、ダイアジ

ノンに敏感な動物プランクトン（ミジンコ刀即加j身’如16油）に対する効果を介して；’メダ

カの個体群変動も大きな影響を受けたて図6）二＝このような｛拡張した行列個体群毛デルヒ

は・’構成種が非制1予純化されてい叶づ欠点が牢苧1’幸牢千夕畔咋卸砂

卿畔咋ば碑1叫＝ネ坤仲卵師卿．畔＝、．碑弾岬芋ネダカ瞬レて
絶滅蹄宇碑す牢≒岬苧、．砕紳幸り那なリ㍗搾定卵師ξ岬j点がある1

印辛牢碑可蝉抑畔態離学に導入すゑことは・．個体群の絶滅リ不クに基ブ

く．牢聾リろク評価に新た奪手法を提供すると期待され乱；．・・…．．
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